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ほたてがい養殖管理効率化促進事業 

 

伊藤良博・伊藤欣吾・森 恭子・小谷健二・川村 要 

 

目 的 

ネンエキボヤ（群体ボヤ）、ユウレイボヤ、オベリア類（通称「クサ」）、キヌマトイガイがホタテガイ

養殖施設に付着する時期や、その生態を明らかにし、付着軽減技術を開発する。 

 

材料と方法 

1. 情報収集 

平成 26 年 4 月から平成 27 年 3 月の間、久栗坂及び川内実験漁場の養殖施設（図 1）に垂下したパール

ネットにネンエキボヤ、オベリア類の付着が見られた時に、これらを適宜採取した。ネンエキボヤの生態

に関する情報提供を弘前大学農学生命科学部西野准教授に依頼した。また、オベリア類の生態に関する情

報提供を東北大学浅虫海洋生物学教育研究センター熊野所長、竹田助教に依頼した。 

2. 室内飼育試験 

付着生物の生態を明らかにするため、平成 26 年 4 月から平成 27 年 3 月までの間、久栗坂及び川内実験

漁場の養殖施設（図 1）から回収したパールネット等にネンエキボヤ、オベリア類の付着が見られた時、

これらを適宜採取し、当研究所の室内水槽に収容し飼育観察した。飼育方法は、無調温の室内で、無調温

のろ過海水約 3 リットルの入った円柱形の容器に、各々の生物を収容し、換水せずにエアレーションを行

い、約 1～3 か月飼育した。 

3. フィールド調査 

(1) 付着生物の浮遊幼生調査 

 久栗坂沖と川内沖の調査地点（図 1）において平成

26 年 4 月から平成 27 年 3 月まで各月 2 回、蟹田沖、奥

内沖、小湊沖及び野辺地沖の調査地点（図 1）において

平成 26 年 10 月から平成 27 年 3 月までの各月 1 回、北

原 式 定 量 プ ラ ン ク ト ン ネ ッ ト （ 網 地 NXX13、 口 径

225mm）を用いて海底 2m 上方から海面までの鉛直曳き

により生物を採集し、 10％ホルマリンで固定した。得

られた生物標本を万能投影機で観察し、ネンエキボヤ、

ユウレイボヤ、キヌマトイガイはラーバを、オベリア

類はクラゲを計数した。プランクトンネットの濾水率

を 1 とし、海水 1 ㎥あたりの個体数を求め、これを出

現数として扱った。 

(2) パールネットへの付着状況調査 

図 1 の 6 地点に位置する養殖施設において、平成 26 年 10 月から平成 27 年 3 月までの各月に、3 分目

のパールネット 1 連を幹綱に垂下し、これらを平成 27 年 4～6 月に回収し、それに付着する生物をネンエ

キボヤ、ユウレイボヤ、オベリア類、キヌマトイガイ、その他に分類して湿重量を測定した。これと同時

に、久栗坂沖と川内沖では、マボヤ採苗用の長さ 3m のパームロープを各月 1 ヶ月間ずつ垂下し、これら

を翌月に回収し、それに付着する付着生物の有無から付着開始時期を推定した。各養殖施設の幹綱水深は、

蟹田沖が 6m、奥内沖が 15m、久栗坂沖が 15m、小湊沖が 6m、野辺地沖が 12m、川内沖が 15m であった。 

図 1. 調査地点図 

久栗坂、川内沖：当研究所実験漁場  

蟹田、奥内、小湊、野辺地沖：漁業者養殖場  
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 なお、蟹田沖については対象漁業者の希望により協議した結果、平成 25 年度調査と同じ養殖施設（水

深 18m）に加え、同漁業者の沖側の養殖施設（水深 24ｍ）にも同様にパールネットを垂下した。 

また、久栗坂沖の養殖施設において、平成 25 年 10 月 3 日に水深 15m の幹綱に垂下した 3 分目のパール

ネットから平成 26 年 5 月にホタテガイを取り出し、再び施設に垂下した後、平成 26 年 6～10 月までの各

月に 1 連ずつ回収し、付着生物の湿重量を測定した。 

(3) 付着軽減技術開発 

川内沖の養殖施設において、平成 26 年 10 月にポリエチレン製のラッセル編み 2 分目、3 分目、4 分目

及びポリエチレン製の蛙又編み 4 分目の計 4 種類のパールネットを水深 15m の幹綱に垂下し、久栗坂沖の

養殖施設ではこれらに加えポリエチレン製ラッセル編み 3 分目のパールネットを 10m、20m、30m の 3 水深

になるよう幹綱に各 1 連を垂下し、これらを平成 27 年 4～5 月に回収後、ネンエキボヤ、ユウレイボヤ、

オベリア類、キヌマトイガイ、その他に分類して湿重量を測定した。 

(4) ホタテガイの成育状況調査 

 上記 (2)(3)の調査地点のうち久栗坂沖と川内沖では、パールネット垂下時に平成 26 年産ホタテガイ

（同条件で飼育した貝を使用）を 1 段あたり 15 枚収容し、回収時に生貝数、死貝数を計数してへい死率

を求めたほか、殻長、全重量、軟体部重量を測定した。 

 

結果と考察 

1. 情報収集 

 ネンエキボヤの生態に関する文献等の知見が弘前大学農学生命科学部西野准教授から、また、オベリア

類の生態に関する知見が東北大学浅虫海洋生物学教育研究センター熊野所長、竹田助教から得られた。 

2. 室内飼育試験 

(1) ネンエキボヤ 

 平成 26 年 3、6、8、9 月及び平成 27 年 1 月に採取し飼育観察したネンエキボヤ群体からそれぞれラー

バ（浮遊幼生）の放出を確認した。群体の被嚢中で発生したラーバは、飼育水温が 10℃以上となる 5 月

から放出が観察され、15℃前後になるとほとんどのラーバが放出された。本種のラーバ（図 2 左）は、ユ

ウレイボヤのラーバ（図 2 右）よりも頭部が大きい特徴があり、放出されたラーバは数時間で着底し、1

日程度でコロニー（群体の一部）を形成した。 

 なお、陸奥湾西湾の一部地区で 8 月下旬、ホタテガイ採苗器にネンエキボヤが付着し、若干の稚貝が覆

われてへい死しているのが見られた（図 3） 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. ネンエキボヤのラーバ（左：全長 1.5mm）とユウレイボヤラーバ（右：全長 1.3mm） 
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図 3. ホタテガイ稚貝を覆うネンエキボヤ 

 

(2) オベリア類 

 成熟した成体が平成 26 年春季（4～6 月）及び平成 27 年

秋・冬季（ 9～ 3 月）に得られ、これを飼育し、生活史の一

部であるクラゲの発生を確認した（図 4）。このクラゲが有

性生殖を行うことによりプラヌラ幼生と呼ばれるラーバが発

生する 1)が、飼育期間中にラーバは観察出来なかった。 

春季の成体は、水温が 15℃を超える 7 月頃からヒドロ花

及びクラゲ芽が無くなり、全長 10cm 以下のまま枯死・脱落

した。これに対し、冬季の成体は 10～数十 cm に成長し、水

温が 10℃を超える 5 月頃からヒドロ花及びクラゲ芽が無く

なり枯死・脱落した。これらの冬季に見られるオベリア類が、

ホタテガイ養殖施設に大量に付着し被害を与えると考えられ

た。 

 

3. フィールド調査 

(1) 付着生物の浮遊幼生調査 

オベリア類のクラゲ、ユウレイボヤ及びキヌマトイガイのラーバは、全体的に平成 25 年度 2)より多い

出現数であった。オベリア類のクラゲは、蟹田沖を除く 5 地点で採集され、陸奥湾東湾で出現数が多く、

川内沖で 5 月上旬に 98.4 個/㎥、野辺地沖で 3 月中旬に 74.2 個/㎥、小湊沖で 3 月中旬に 20.0 個/㎥が平

成 26 年度中の最大値であった（図 5）。ユウレイボヤのラーバは、蟹田沖を除く 5 地点で採集され、10

月下旬から 12 月上旬にかけて出現数が多く、6.7～15.0 個/㎥であった（図 6）。キヌマトイガイのラー

バは 6 地点全てで採集され、その出現数は、西湾では久栗坂沖で 2 月中旬の 915.0 個/㎥、東湾では川内

沖で 2 月中旬の 1,154.6 個/㎥が平成 26 年度中の最大値であった（図 7）。なお、ネンエキボヤのラーバ

は採集されなかった。ネンエキボヤのラーバは、浮遊期間が数時間 1)と短いためにプランクトンネットに

よる採集が難しいと思われた。 

これらの結果を「付着生物（ユウレイボヤ等）ラーバ情報」としてとりまとめ、平成 26 年 10 月から平

成 27 年 3 月までに延べ 11 回発行し、漁業者等に情報提供した（図 8）。 

 

 

図 4. オベリア類クラゲ（カサの直径 1.0mm） 
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図４ ラーバ調査地点 

発行 平成2７年３月27日 

平成2６年度 第１１号 

平成27年3月14日～18日に陸奥湾6定点で付着生物

ラーバ調査を行ったので、その結果をお知らせしま

す。※4～9月は久栗坂・川内のみ調査 

１ ラーバの出現数 

 オベリア類（通称クサ）のクラゲは奥内沖で1.7

個/トン、久栗坂沖で2.2個/トン、小湊沖で20.0個/

トン、野辺地沖で74.2個/トン、川内沖で35.2個/ト

ン見られました。（図1) 

 キヌマトイガイのラーバは奥内沖で18.3個/トン、

久栗坂沖で54.4個/トン、小湊沖で406.3個/トン、野

辺地沖で866.4個/トン、久栗坂沖で93.9個/トン、川

内沖で466.4個/トン見られました。(図2） 

 その他の付着生物のラーバ等の出現数は表1のとお

りで、ユウレイボヤ、ザラボヤ、ネンエキボヤは見

られませんでした。 

２ 水温の状況 

 各ブイの3月26日の平均水温は表2のとおりです。   

付着生物(ユウレイボヤ等)ラーバ情報 

(地独)青森県産業技術センター水産総合研究所 

青森地方水産業改良普及所 

図１ オベリア類（クサ）のクラゲ出現数の推移（26.4～27.3） 

表2 各ブイの中層に    

おける日平均水温

（3/26） 

発行元：地方独立行政法人 

    青森県産業技術センター 水産総合研究所 

住   所：青森県東津軽郡平内町大字茂浦字月泊10 

TEL：017-755-2155  FAX：017-755-2156 

３ 今期（平成26年10月～平成27年3月）の状況と今後の見込み 

 オベリア類のクラゲの出現数は昨年同時期並みの出現数となっておりますが、昨年の場合、これらのクラゲ出現の

後に出るオベリア（クサ）は数ｃｍ位で成熟した後枯死しています。すでに付着している大型のオベリア（クサ）

は、成長のピークを過ぎ今後枯死して行きますが、脱落しにくく他の付着生物や泥が付き、重量が増す可能性があり

ます。 

 キヌマトイガイラーバは昨年より多い出現数となっていますが、久栗坂、川内では前回調査（3月上旬）より減少

しています（図2）。過去、キヌマトイガイが多い年は2～3月にラーバ出現数の最初のピークがあり、一旦減少した

後5～6月にかけて再びラーバが大量に出現する傾向があります。久栗坂、川内の実験漁場での１ケ月ごとのパーム

ロープへの付着状況をみると、キヌマトイガイは1月15日～2月12日の間に付着が始まり、2月12日～3月16日の間には

付着量が増加しました。 

 ユウレイボヤは昨年10月～12月にかけてラーバが出現し（図3）、現在大小のユウレイボヤが養殖施設に付着して

おり、成熟しているものが見られます。1月15日～2月12日の間実験漁場に垂下したパームロープに、付着後間もない

と思われるユウレイボヤが見られ（写真1）、今後の湾内の水温上昇に伴ってラーバの

出現・付着が進んで行くものと思われます。 

 ネンエキボヤについても、今後の湾内の水温上昇に伴ってラーバの出現・付着が始

まるものと予想されます。 

 

 以上のことから、付着物対策として養殖カゴの入れ替えや洗

浄作業を行う場合、3月下旬～4月上旬頃が適当と思われます。 

   

 今回で平成26年度の付着生物ラーバ情報は終了します。 

 
 写真１. 1/15～2/12の間に付着したユウレイボヤ（1～2mm） 

図２ キヌマトイガイラーバの出現数の推移（26.4～27.3） 

水産総合研究所ホームページURL：http://www.aomori-itc.or.jp/index.php? 

id=2184 

ホタテガイ採苗速報 携帯電話用QRコード（①） 

海ナビ＠あおもり 全モバイル端末共用QRコード（②） 

① ② 

図3 ユウレイボヤラーバの出現数の推移（26.4～27.3） 

 

図 8. 付着生物（ユウレイボヤ等）ラーバ情報の一例 

図 5. オベリア類クラゲ出現数の推移 

 

図 7. キヌマトイガイラーバ出現数の推移 

 

図 6. ユウレイボヤラーバ出現数の推移 
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(2) パールネットへの付着状況調査 

垂下時期別のパールネット１連あたりの付着生物湿重量を図 9 に示した。 
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図 9. 垂下時期別のパールネット１連あたりの付着生物湿重量 
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付着生物は、キヌマトイガイが主体で、オベリア類は久栗坂沖で 10～12 月に垂下したパールネットと、

小湊沖で 3 月に垂下したパールネットに比較的多く付着した。また、ユウレイボヤは久栗坂沖、川内沖で

10 月に垂下したパールネットに、ネンエキボヤは久栗坂で 10 月に垂下したパールネットに比較的多く付

着した。なお、その他の付着生物は、カサネカンザシ（通称「ミミズガキ」）、ワレカラ（通称「エ

ロ」）、ヨコエビの巣（通称「ドロクサ」）、浮泥等で、陸奥湾西湾の 10 月に垂下したパールネットに

カサネカンザシの付着が目立っていた。調査時期が異なるため一様には比較できないものの、付着量は、

全体的に平成 25 年度２ )と比べ少なかった。川内沖と蟹田沖では垂下時期が遅くなるほど減少し、3 月に

大きく減少したが、他の 4 地点では月別の差は小さかった。こうしたことから、付着量が多い年や多い地

区では、付着量が減少する 3 月に篭替え、篭洗浄を行うことで、水揚げ時の付着量が軽減できると考えら

れた。なお、久栗坂沖に 3 月 16 日に垂下したパールネットは流失し調査出来なかった。 

パームロープを各月 1 ヶ月間ずつ垂下し付着生物を観察した結果、久栗坂沖と川内沖へ 1 月 15 日～2

月 12 日に垂下したものに全長 5mm 以下のオベリア類と殻長 0.5～1.0mm のキヌマトイガイの付着が見られ

た他、久栗坂沖では付着直後と思われる全長 1～2mm のユウレイボヤも見られた（図 10）。 

   

図 10. 付着直後のオベリア類（左:約 5mm）、キヌマトイガイ（中 :0.5～ 1.0mm）、ユウレイボヤ（右 :1～2mm） 

 

また、久栗坂沖の養殖施設において平成 25

年 10 月に垂下したパールネットを、平成 26 年

5～10 月までの各月に 1 連ずつ回収し、付着生

物の湿重量を測定した結果、付着量はキヌマト

イガイ、オベリア類主体に 5 月 23 日の 9.7kg

から 7 月 7 日には 3.9kg と減少し、平成 25 年

度２ )より少ない傾向であった。その後オベリア

類の付着量は減少したものの、キヌマトイガイ

の付着量が増加し、10 月 20 日には 16.0kg と

なった（図 11）。 

 

以上のことから、前述の浮遊幼生調査の結果と合わせると、付着生物の生態については、以下のとおり

と考えられた。 

・ユウレイボヤは 10～1 月にかけて付着。 

・ネンエキボヤは 10 月頃に付着。 

・オベリア類、キヌマトイガイは 1～2 月から本格的に付着。 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

5
/2

3

6
/1

7

7
/7

8
/1

8

9
/1

0

1
0/

20

湿
重
量

(k
g)

調査月日

図 11. 久栗坂実験漁場へ平成 25 年 10 月に垂下したパ

ールネット 1 連あたりの回収時期別の付着生物湿重量 



364

(3) 付着軽減技術開発 

パールネットの網目の大きさと材質別の付着状況を見ると、川内沖では 2 分目ネットにユウレイボヤが、

3 分目及び蛙又 4 分目ネットにネンエキボヤが多く見られたが、全体の付着量に大きな差は見られなかっ

た（図 12）。久栗坂沖における垂下水深別の付着状況を見ると、水深 20m ではキヌマトイガイが多く、

30m ではオベリア類、ユウレイボヤがやや多く見られた（図 13）。なお、久栗坂沖の蛙又 4 分目ネット及

び垂下水深 10m のネットは流失し調査出来なかった。                        
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図 12. パールネット 1 連あたりの目合別・材質別の付着生物湿重量（左：川内沖,右：久栗坂沖） 
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図 13. パールネット 1 連あたりの水深別の付着

生物湿重量（久栗坂沖） 
 

(4) ホタテガイの成育状況調査 

 上記(2)(3)の調査で久栗坂沖と川内沖に垂下したパールネットに収容したホタテガイの垂下時期別・篭

の種類別・垂下水深別それぞれのへい死率、殻長、全重量、軟体部重量の測定結果を図 14～18 に示した。 

垂下時期別では、久栗坂沖のへい死率は 0～3.2％と低く、殻長は 8.8～9.1cm、全重量は 68.6～78.1g、

軟体部重量は 28.9～33.8g で、9 月 29 日投入と比べて、1 月 15 日投入と 2 月 12 日投入が小さい傾向を示

した（図 14）。川内沖のへい死率は 0～1.7％と低く、殻長は 7.7～8.1cm、全重量は 51.0～55.7g、軟体

部重量は 20.7～23.2g で、10 月 3 日投入と比べて、3 月 16 日投入が大きい傾向を示した（図 15）。 

篭の種類別では、久栗坂沖のへい死率は 0～4.5％と低く、殻長は 8.9～9.1cm、全重量は 73.2～76.8g、

軟体部重量は 31.0～34.5g で、2 分目と比べて、軟体部重量のみ 4 分目が大きい傾向を示した（図 16）。

川内沖のへい死率は 0～0.8％と低く、殻長は 7.8～8.1cm、全重量は 49.3～56.0g、軟体部重量は 19.9～

23.3g で、2 分目と比べて、3 分目、4 分目、蛙又 4 分目の全てで大きい傾向を示した（図 17）。 

垂下水深別（久栗坂のみ）のへい死率は 0～3.2％と低く、殻長は 8.7～9.1cm、全重量は 71.9～75.3g、

軟体部重量は 31.7～33.1g で、20m と比べて、殻長のみ 30m が小さい傾向を示した（図 18）。 

 
 

図17. 浜奥内沖のクペールに付着した付着生物 

 
 

図18. 宿野部漁港の貝殻原盤に付着した付着生物 図19. 川内実験漁場の貝殻原盤に付着した付着生物 

 

(2) アカガイ 

各調査地点におけるアカガイ稚貝のクペールへの付着率、付着密度および平均殻長を表13に、平成22年

度～平成23年度に実施したアカガイ付着稚貝調査における川内実験漁場とむつ市沖の稚貝の採苗器の種類

と、稚貝の付着密度および平均殻長を表14に示した。なお、平均殻長については、上層区(袋なし)の測定

個体が10個体未満と少なかったため、統計的な検定を行わなかった。アカガイの付着稚貝は、川内実験漁

場と浜奥内沖の1試験区で確認された(表13)。 

採苗器への付着率は、川内実験漁場の上層区(袋なし)では5.8％、下層区(袋なし)では39.2％、浜奥内沖

の上層区(袋なし)では0％、下層区(袋なし)では6.3％、袋あり上層区と下層区ではいずれも0％であった。

タマネギ袋の有無で比較すると袋ありに比べ、袋なしの付着率は高かった。この要因として、採苗器回収

時のタマネギ袋を観察したところ、泥、オベリア類、珪藻等の付着物で汚れていたことから袋の目詰まり

によりアカガイの付着が阻害されたためと考えられた。また、水深別に比較すると上層に比べ、下層の付

着率が高かったが、この要因として付着サイズの浮遊幼生が底層ほど多く分布する 10)ためと考えられた。 

採苗器1枚当りの平均付着密度は、川内実験漁場の上層区(袋なし)では0.06個/枚、下層区(袋なし)では0.57個

/枚、浜奥内沖の下層区(袋なし)では0.04個/枚であった。また、100㎠当りの平均付着密度は、川内実験漁場の

上層区(袋なし)では0.02個/100㎠、下層区(袋なし)では0.19個/100㎠、浜奥内沖の下層区(袋なし)では0.01個/ 

100㎠と、過去の付着稚貝調査における100㎠当りの平均付着密度(表14)に比べ、いずれも低い値を示した。 

川内実験漁場における付着稚貝の平均殻長は、上層区(袋なし)で9.4mm、下層区(袋なし)で10.5mmと、過去
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(2) パールネットへの付着状況調査 

垂下時期別のパールネット１連あたりの付着生物湿重量を図 9 に示した。 
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図 9. 垂下時期別のパールネット１連あたりの付着生物湿重量 
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図 14. 久栗坂沖における垂下時期別のホタテガイのへい死率、殻長、全重量、軟体部重量 

（バーは標準偏差、9 月 29 日垂下と比べて、**は P＜0.01 で、*は P＜0.05 で有意差あり） 
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図 15. 川内沖における垂下時期別のホタテガイのへい死率、殻長、全重量、軟体部重量 

（バーは標準偏差、10 月 3 日垂下と比べて、**は P＜0.01 で、*は P＜0.05 で有意差あり） 
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図 18. 久栗坂沖における垂下水深別のホタテガイのへい死率、殻長、全重量、軟体部重量 

（バーは標準偏差、20ｍと比べて、**は P＜0.01 で有意差あり） 

 

4. 今後の課題 

 平成 26 年度の冬から翌年春にかけての陸奥湾の水温は平年に比べ高めに推移し、平年より低めに推移

した平成 25 年度とは付着状況が異なっていた。今後は、同様の調査を継続して水温等の環境要因と付着

生物の付着時期との関係を明らかにするとともに、付着時期の回避及び洗浄による付着物除去作業の適期

の検討、並びに養殖資材の材質の変更により付着を軽減する養殖技術を開発する必要がある。さらに、付

着生物によるホタテガイへの影響を明らかにするため、付着量とホタテガイの成長との関係を詳しく調査

する必要がある。また、水温等の状況等でホタテガイ稚貝採取作業が遅れる年は、採苗器へのネンエキボ

ヤの付着についても留意していく必要があると思われた。 
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